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・がんの症例検討 

・地域連携パスってなに？ 

What’s New -新着トピックス- 

がんの症例検討 

 ３月２９日、院内キャンサーボードを開催しました。今回は講演形式ではなく、実際の

症例について多職種で検討を行うカンファレンスの方式で行いました。３例のがん診療に

ついて、担当医師が診療内容とその根拠について説明し、その診療内容について多角的な

検討を行いました。医師・看護師・薬剤師・理学・作業・言語療法士・社会福祉士・診療

情報管理士と多くの職種が参加し、意見交換と質疑によるがん診療の検討を行いました。 

 今後も継続してこの形式のキャンサーボードを行い、より実際の業務に活かすことの出

来る検討会にしていきたいと思います。 



患者さま窓口  

がん相談支援センター 
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◆ 広域地図 ◆ 周辺地図 

患者さん窓口  

地域連携パスってなに？ 

 がんの地域連携パスとは、地域のかかりつけの医師と、がん拠点病院等に指定される医療機 

関の医師が、患者さんの「治療経過」を「共有」できる「治療計画表」のことです。この地域 

医療連携パスを活用することで、がんの診療にきれることなく取り組むことができます。この 

地域連携パスは、岡山県統一版として、胃・大腸・肝臓・肺・乳のがんに対して整備されてい 

ます。 

 きれることのない診療とは、がん診療の中心となる専門的な治療を拠点病院等で行った後、 

症状が落ち着いてからの定期的な経過観察・投薬をかかりつけの地域の医療機関で行い、さら 

にまた定期的にがん拠点病院等で検査や必要に応じて治療を行うといった流れです。この流れ 

をスケジュール化し、見やすくしたものが前述したがんの地域連携パスとなります。これによ 

り普段は近隣の医療機関で、必要な定期検査を拠点病院で、という流れが患者さんにも分かり 

やすくお伝えできます。 

 当院も地域がん診療病院として、高梁・新見医療圏のがん診療を担う医療機関として日々診 

療に取り組んでいます。近隣の病院・診療所と連携しながら地域連携パスを活用し、より地域 

に根ざしたがん診療を提供していく所存です。 


